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第 １ 章 総 則

（ 適 用 範 囲 ）

第 １ 条 こ の 仕 様 書 は 、 伊 勢 原 市 道 路 占 用 規 則 （ 昭 和 62年 伊 勢 原 市

規 則 第 ６ 号 ） 第 １ ０ 条 の 規 定 に 基 づ き 道 路 占 用 工 事 （ 以 下 「 工

事 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 す る 一 般 的 事 項 を 示 す も の で あ る 。

２ 工 事 は 、 す べ て こ の 仕 様 書 に 基 づ き 作 成 さ れ た 道 路 占 用 許 可 申

請 書 に 添 付 す る 図 面 等 に よ り 施 工 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、

審 査 段 階 で 図 面 等 が 訂 正 さ れ た 場 合 は 、 訂 正 後 の 図 面 等 と す る 。

３ こ の 仕 様 書 の ほ か 、 道 路 管 理 者 が 特 に 必 要 と 認 め た 場 合 は 、 別

に 指 示 す る こ と が あ る 。

（ 工 事 の 実 施 ）

第 ２ 条 工 事 の 実 施 に 当 た っ て は 、 交 通 に 支 障 の な い よ う 諸 種 の 標

識 を 設 置 し 、 掘 削 箇 所 の 周 囲 に は 、 バ リ ケ ー ド 等 危 険 防 止 の 設 備

を し 、 夜 間 は 赤 色 注 意 灯 等 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。

２ 沿 道 住 民 に 対 し て 工 事 内 容 を 充 分 周 知 し 、 理 解 が 得 ら れ る よ う

努 め な け れ ば な ら な い 。

３ 工 事 標 示 板 に は 、 当 該 占 用 許 可 年 月 日 、 許 可 指 令 番 号 、 工 事 の

名 称 、 施 工 区 域 、 工 事 期 間 、 許 可 を 受 け た 者 の 氏 名 及 び 連 絡 先 、

施 工 者 名 及 び 連 絡 先 等 を 明 記 し 、 工 事 現 場 に 掲 示 し な け れ ば な ら

な い 。

４ 工 事 着 手 前 に 関 係 官 公 署 等 と 必 要 な 手 続 を し て お く こ と 。

（ 工 事 現 場 管 理 ）

第 ３ 条 工 事 施 工 中 は 、 常 に 工 事 の 安 全 に 留 意 し 、 現 場 管 理 を 行

い 、 災 害 防 止 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

２ 工 事 現 場 が 隣 接 し 、 又 は 他 の 工 事 と 競 合 す る 場 合 は 、 常 に 相 互

協 調 し て 施 工 し な け れ ば な ら な い 。

３ 工 事 施 工 中 、 次 に 掲 げ る 行 為 を し て は な ら な い 。

(1 ) 道 路 構 造 に 影 響 を 及 ぼ す 行 為

(2 ) 円 滑 で 安 全 な 道 路 交 通 を 妨 げ る 行 為

(3 ) 騒 音 等 特 に 公 衆 に 迷 惑 を 及 ぼ す 行 為
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４ 工 事 箇 所 の 路 面 は 、 常 に 維 持 管 理 を 行 い 、 路 面 及 び 排 水 施 設 等

を 良 好 な 状 態 に 保 た な け れ ば な ら な い 。 迂 回 路 に つ い て も 同 様 と

す る 。

（ 境 界 標 及 び 市 測 量 基 準 点 ）

第 ４ 条 境 界 標 及 び 市 測 量 基 準 点 を 損 傷 又 は 撤 去 し て は な ら な い 。

た だ し 、 工 事 施 工 に よ り や む を 得 な い 場 合 は 、 道 路 管 理 者 の 指 示

に 従 い 、 境 界 標 、 市 測 量 基 準 点 の 復 元 が 出 来 る よ う 必 要 な 措 置 を

講 じ 、 工 事 完 了 後 、 道 路 管 理 者 の 立 会 い 確 認 を 受 け 現 状 に 回 復 し

な け れ ば な ら な い 。

（ 工 事 写 真 ）

第 ５ 条 工 事 の 施 工 状 況 を 詳 細 に 確 認 で き る よ う 写 真 撮 影 し 、 Ａ ４

版 に 編 集 し 、 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 写 真 は 、 通 常 プ リ ン ト 又 は デ ジ タ ル カ メ ラ で 撮 影 し た も の を

プ リ ン ト し た カ ラ ー 写 真 と す る 。

（ 事 故 対 策 等 ）

第 ６ 条 工 事 施 工 中 は 、 事 故 防 止 に 万 全 を 期 す る と と も に 、 万 一 事

故 が 発 生 し た 場 合 に お け る 対 策 を 常 に 立 て て お か な け れ ば な ら な

い 。

２ 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 直 ち に 道 路 管 理 者 、 関 係 官 公 署 及 び 関

係 企 業 者 に 連 絡 し 、 そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。

３ 事 故 に 起 因 し て 、 第 三 者 に 損 害 を 与 え た 場 合 又 は 第 三 者 と 紛 争

が 生 じ た 場 合 は 、 占 用 者 の 責 任 に お い て 解 決 し な け れ ば な ら な

い 。

（ 中 間 検 査 ）

第 ７ 条 道 路 管 理 者 は 、 必 要 に 応 じ て 中 間 検 査 を 行 う も の と す る 。

２ 検 査 の 際 に 指 摘 さ れ た 箇 所 の 手 直 し は 、 直 ち に 行 い 、 再 検 査 を

受 け な け れ ば な ら な い 。
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（ 瑕 疵 担 保 期 間 ）

第 ８ 条 伊 勢 原 市 道 路 占 用 規 則 第 ２ ５ 条 に 定 め る 瑕 疵 担 保 責 任 を 負

う も の と す る 。 た だ し 、 瑕 疵 担 保 期 間 外 に お い て も 、 明 ら か に 占

用 工 事 に 起 因 す る も の と 認 め ら れ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

２ 瑕 疵 担 保 期 間 中 、 占 用 工 事 の 復 旧 箇 所 が 破 損 等 し た 場 合 又 は 占

用 工 事 に 起 因 す る 影 響 が 周 囲 の 路 面 及 び 附 属 構 造 物 に 現 れ た 場 合

は 、 道 路 管 理 者 の 指 示 に 従 い 、 こ れ を 復 旧 し な け れ ば な ら な い 。
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第 ２ 章 掘 削

（ 一 般 事 項 ）

第 ９ 条 道 路 を 掘 削 す る 場 合 は 、 原 則 と し て 当 日 中 に 埋 め 戻 し 、

仮 復 旧 し て 交 通 解 放 し な け れ ば な ら な い 。

２ 道 路 を 横 断 し て 掘 削 す る 場 合 は 、 片 側 通 行 を 確 保 し な が ら 施

工 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 や む を 得 ず 通 行 を 遮 断 し て 施

工 す る 場 合 は 、 所 轄 警 察 署 の 許 可 を 得 る と 共 に 、 緊 急 時 の 対 策

を 講 じ て お か な け れ ば な ら な い 。

（ 取 り 壊 し ）

第 １ ０ 条 既 設 舗 装 の 切 断 は 、 コ ン ク リ ー ト カ ッ タ ー 等 で 直 線 に

か つ 路 面 に 垂 直 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 道 路 管 理 者 の

指 示 に よ る 場 合 は 、 こ の 限 り で は な い 。

（ 残 土 の 搬 出 ）

第 １ １ 条 取 り 壊 し た 舗 装 版 （ 路 盤 材 を 含 む 。 ） 及 び 掘 削 土 砂 は 、

直 ち に 工 事 現 場 か ら 搬 出 す る も の と し 、 歩 車 道 に 堆 積 し 、 又 は 路

上 で 小 割 り し て は な ら な い 。

２ 路 面 を 汚 損 し た 場 合 は 、 直 ち に 清 掃 し な け れ ば な ら な い 。

（ 掘 削 ）

第 １ ２ 条 掘 削 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 遵 守 し て 施 工 し な け れ ば な ら

な い 。

(1 ) 掘 削 は 、 地 山 の 崩 壊 等 に 注 意 し 、 必 要 で あ れ ば 山 留 め 材 を 施

し 施 工 し な け れ ば な ら な い 。

(2 ) 湧 水 又 は 溜 り 水 を 排 水 す る 場 合 は 、 路 面 に 放 流 し て は な ら な

い 。

(3 ) 湧 水 又 は 溜 り 水 等 が 多 量 の 場 所 又 は 掘 削 に 伴 い 地 盤 沈 下 等 を

お こ す お そ れ の あ る 場 所 は 、 そ の 場 所 に 適 し た 適 切 な 工 法 に よ

り 土 砂 の 流 出 、 地 盤 の ゆ る み 等 を 未 然 に 防 止 し な け れ ば な ら な

い 。
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（ 土 留 工 ）

第 １ ３ 条 掘 削 の 深 さ が 1. 5メ ー ト ル を 超 え る と き 及 び 1. 5メ ー ト ル

を 超 え な い と き で 掘 削 面 の 土 質 に 見 合 っ た 勾 配 を 確 保 で き な い 場

合 は 、 必 ず 土 留 工 を 施 さ な け れ ば な ら な い 。

２ 土 留 工 は 、 一 般 技 術 的 に 認 め ら れ た 工 法 及 び 基 準 に 従 い 、 充 分

安 全 に 耐 え ら れ る も の で な け れ ば な ら な い 。

３ 土 留 工 を 施 し て あ る 間 は 、 常 時 点 検 を 行 い 、 土 留 用 資 材 の 変

形 、 そ の 他 連 結 部 の ゆ る み 等 に 充 分 注 意 し 、 事 故 防 止 に 努 め な け

れ ば な ら な い 。

（ 覆 工 ）

第 １ ４ 条 覆 工 は 、 原 則 と し て 鉄 製 覆 工 板 を 使 用 し 、 安 全 か つ 強 固

な も の で な け れ ば な ら な い 。

２ 覆 工 板 は 、 跳 ね 上 が り 、 ば た つ き 又 は 振 動 等 に よ り ゆ る み を 生

じ な い よ う に 受 桁 に 固 定 し な け れ ば な ら な い 。

３ 路 面 と 覆 工 板 と の 接 合 部 は 、 ア ス フ ァ ル ト 合 材 等 で 摺 り 付 け 通

行 に 支 障 の な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

４ 覆 工 を 施 し て あ る 間 は 、 常 時 点 検 を 行 い 、 固 定 部 の ゆ る み 等 が

な い か 、 機 能 維 持 に 万 全 を 期 す る と と も に 、 事 故 防 止 に 努 め な け

れ ば な ら な い 。

（ 既 設 構 造 物 ）

第 １ ５ 条 工 事 現 場 及 び そ の 近 接 し た 地 域 の 埋 設 物 に 支 障 の な い よ

う 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 埋 設

物 管 理 者 の 立 会 い を 求 め 、 工 事 の 安 全 を 期 す る こ と 。
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第 ３ 章 埋 め 戻 し

（ 点 検 ）

第 １ ６ 条 埋 め 戻 し に 先 立 ち 、 掘 削 箇 所 内 を 充 分 に 点 検 し 、 水 み ち

の 制 止 等 は 完 全 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 埋 め 戻 し ）

第 １ ７ 条 埋 め 戻 し は 、 掘 削 箇 所 の 点 検 後 直 ち に 行 う こ と と し 、 原

則 と し て 埋 め 戻 し 材 料 は 、 埋 設 物 件 の 上 面 ３ ０ セ ン チ メ ー ト ル ま

で ダ ス ト 、 山 砂 又 は 再 生 砂 （ Ｒ Ｃ － １ ０ ） を 使 用 し 、 そ の 上 面 に

つ い て は 、 砕 石 （ Ｃ － ４ ０ ） 又 は 再 生 砕 石 （ Ｒ Ｃ － ４ ０ ） を 使 用

す る も の と す る 。

２ 埋 設 物 件 の 上 面 ３ ０ セ ン チ メ ー ト ル に は 、 埋 設 物 件 の 位 置 を 示

す テ ー プ 類 を 埋 設 す る こ と 。

３ 埋 め 戻 し は 、 占 用 物 件 の 周 囲 を 充 分 つ き 固 め 、 ２ ０ セ ン チ メ ー

ト ル 以 内 を 一 層 と し 、 各 層 を タ ン パ 等 で 転 圧 し 、 不 等 沈 下 の 生 じ

な い よ う 必 要 に 応 じ 水 締 め 等 の 処 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 土 留 工 の 取 り は ず し は 、 下 層 を 埋 め 戻 し つ つ 徐 々 に 引 き 抜 く も

の と し 、 存 置 等 の 措 置 を 講 ず る 場 合 は 、 道 路 管 理 者 と 協 議 し な け

れ ば な ら な い 。

５ 路 盤 は 、 埋 め 戻 し 時 に 施 工 す る こ と （ 路 盤 先 行 ） を 基 本 と す

る 。

６ 既 存 （ 占 用 工 事 前 ） の 舗 装 構 成 に 路 盤 が な か っ た 場 合 は 、 簡 易

舗 装 の 上 層 路 盤 と 同 様 の 路 盤 を 施 工 す る こ と を 基 本 と す る 。
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第 ４ 章 仮 復 旧

（ 仮 復 旧 の 方 法 ）

第 １ ８ 条 仮 復 旧 は 、 工 事 中 の 通 行 障 害 を 緩 和 す る た め の 措 置 で あ

り 、 埋 め 戻 し 完 了 後 直 ち に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 仮 復 旧 の 構 造 ）

第 １ ９ 条 仮 復 旧 の 表 層 （ ｔ ＝ ５ セ ン チ メ ー ト ル ） の 材 料 は 、 加 熱

合 材 （ 再 生 合 材 の 使 用 も 可 ） を 基 本 と す る 。 た だ し 、 砂 利 道 又 は

道 路 管 理 者 の 指 示 が あ っ た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 仮 復 旧 の 維 持 管 理 ）

第 ２ ０ 条 仮 復 旧 部 分 の 維 持 管 理 に つ い て は 、 本 復 旧 に 着 手 す る ま

で の 間 、 交 通 の 安 全 と 円 滑 を 図 る た め に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 遵 守

し な け れ ば な ら な い 。

(1 ) 常 に 巡 回 し 、 路 面 の 沈 下 、 表 層 の 破 損 、 そ の 他 不 良 箇 所 を 発

見 し た と き は 、 直 ち に 補 修 し な け れ ば な ら な い 。

(2 ) 道 路 管 理 者 が 手 直 し を 指 示 し た 場 合 は 、 こ れ に 従 わ な け れ ば

な ら な い 。

（ 路 面 標 示 類 に つ い て ）

第 ２ １ 条 路 面 標 示 類 （ 白 線 等 ） は 、 仮 復 旧 の 時 点 で あ っ て も 、 ペ

イ ン ト 等 で 原 形 と お り に 標 示 し 、 機 能 を 妨 げ て は な ら な い 。
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第 ５ 章 本 復 旧

（ 復 旧 の 時 期 ）

第 ２ ２ 条 本 復 旧 は 、 埋 め 戻 し 箇 所 が 安 定 す る 期 間 を 見 込 み 、 仮 復

旧 後 １ ０ 日 以 後 と し 、 ２ か 月 以 内 に 完 了 す る こ と と す る 。 た だ

し 、 現 場 状 況 に よ り 道 路 管 理 者 の 指 示 が あ っ た 場 合 は 、 こ の 限 り

で な い 。

（ 復 旧 の 区 域 ）

第 ２ ３ 条 本 復 旧 の 範 囲 は 、 路 面 復 旧 及 び そ の 附 属 物 （ 縁 石 、 排 水

施 設 、 ガ ー ド レ ー ル 、 街 路 灯 等 ） と す る 。

（ 復 旧 の 方 法 ）

第 ２ ４ 条 本 復 旧 は 、 仮 復 旧 に 使 用 し た 合 材 を 撤 去 し 、 新 た に 「 道

路 本 復 旧 構 造 図 」 に 規 定 す る 材 料 に よ り 施 工 す る も の と す る 。

２ ア ス フ ァ ル ト 合 材 は 、 加 熱 合 材 を 使 用 す る も の と す る 。

３ 既 設 舗 装 と 新 設 舗 装 面 の ジ ョ イ ン ト 部 は 、 シ ー ル コ ー ト 等 で 処

理 す る こ と 。

（ 路 面 標 示 類 に つ い て ）

第 ２ ５ 条 路 面 標 示 類 （ 白 線 等 ） は 、 本 復 旧 完 了 後 に 、 直 ち に 原 形

に 復 旧 し な け れ ば な ら な い 。
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第 ６ 章 裁 定 基 準

（ 裁 定 基 準 ）

第 ２ ６ 条 路 面 復 旧 面 積 の 裁 定 は 、 次 項 及 び 第 ３ 項 に よ る も の と す

る 。 た だ し 、 道 路 管 理 者 が 別 に 定 め る 「 伊 勢 原 市 が 管 理 す る 舗 装

道 路 に 関 す る 現 場 裁 定 基 準 」 を 基 準 に 指 示 す る 場 合 は 、 こ の 限 り

で な い 。

２ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 道 及 び コ ン ク リ ー ト 舗 装 道 の 裁 定 幅 の 算 定 に

つ い て は 、 下 記 に 基 づ い て 裁 定 す る 。

図 － １ 断 面 図

Ｗ （ 復 旧 幅 ） 又 は Ｌ （ 半 幅 又 は 全 幅 ）

W 3 W 2 W 1 W 2 W 3

舗 装 ( A s 又 は C o )

路 盤 (砕 石 ) ｈ

（ 路 盤 先 行 ）

1： 0 . 3

1： 0 . 3

ａ

( 1 ) 道 路 横 断 方 向 の 復 旧 幅 (L )は 、 算 定 し た 数 値 が 舗 装 幅 員 の

１ ／ ２ に 満 た な い 場 合 は 半 幅 復 旧 と し 、 １ ／ ２ を 超 え る 場 合 は

全 幅 復 旧 と す る 。

(2 ) 道 路 横 断 方 向 の 歩 道 の 復 旧 幅 ( L )は 、 原 則 と し て 全 幅 と す る 。

(3 ) 道 路 中 央 部 付 近 を 掘 削 す る 場 合 は 全 幅 復 旧 と す る 。

(4 ) A S安 定 処 理 が あ る 舗 装 の 場 合 は 、 第 27条 第 １ 号 ア (ｴ )及 び ( ｵ )

の と お り と す る 。
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( 1 ) 復 旧 面 積 の 計 算

ア 単 独 占 用 の 場 合

復 旧 面 積 Ａ ＝ Ｗ × Ｌ

Ｗ ＝ W1＋ W 2＋ W 3

Ｌ ＝ 半 幅 又 は 全 幅

※ 各 数 値 は ５ セ ン チ メ ー ト ル 単 位 と し 、 １ セ ン チ メ ー ト ル 単 位

は 切 上 げ と す る 。

（ ア ） 復 旧 幅 （ W1） に つ い て

W 1＝ ａ ＋ ２ × 0 . 3× ｈ

（ イ ） 復 旧 幅 （ W2） に つ い て

車 道 の 場 合 W 2＝ 0 . 2メ ー ト ル

歩 道 の 場 合 W 2＝ 0 . 1メ ー ト ル

（ ウ ） 復 旧 幅 （ W3） に つ い て

道 路 構 造 物 、 舗 装 絶 縁 線 及 び 既 設 カ ッ タ ー 部 分 ま で の

延 長 が １ ． ０ メ ー ト ル 以 下 の 場 合 は 計 上 す る 。

イ 競 合 占 用 の 場 合 （ ２ 者 以 上 の 占 用 ）

上 記 ア の 「 単 独 占 用 の 場 合 」 を 基 に 、 復 旧 面 積 を 計 算 す

る 。

た だ し 、 ア ス フ ァ ル ト 復 旧 に つ い て は 、 別 に 定 め る 「 伊 勢

原 市 が 管 理 す る 舗 装 道 路 に 関 す る 現 場 裁 定 基 準 」 に よ る も の

と す る 。

ウ 復 旧 幅 （ W 3） が １ ． ０ メ ー ト ル を 超 え る 時 で も 、 道 路 管 理

者 が 必 要 と 認 め た 場 合 は 、 別 に 定 め る 「 伊 勢 原 市 が 管 理 す る

舗 装 道 路 に 関 す る 現 場 裁 定 基 準 」 に よ り 、 復 旧 幅 を 裁 定 す る

こ と が あ る 。

エ 掘 削 深 さ に よ る 復 旧 幅 の 変 動 及 び 道 路 を 斜 め に 掘 削 す る 場

合 の 復 旧 は 、 原 則 と し て 道 路 に 垂 直 に 、 か つ 平 行 に 復 旧 す る

も の と す る 。
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３ 砂 利 道 及 び そ れ に 類 す る 道 路 の 復 旧 は 、 下 図 の と お り と す る 。

図 － ２ 断 面 図

Ｗ （ 復 旧 幅 ）

舗 装 (砂 利 )

ｈ

1： 0 . 3 1： 0 . 3

ａ
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第 ７ 章 道 路 本 復 旧 構 造 図

（ 構 造 基 準 ）

第 ２ ７ 条 本 復 旧 構 造 基 準 は 、 次 の 各 号 に よ る 。 ま た 、 各 号 に よ り

難 い 場 合 は 、 道 路 管 理 者 の 指 示 に 従 う こ と 。

(1 ) 車 道

ア ア ス フ ァ ル ト 舗 装

(ｱ ) 簡 易 舗 装

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 密 粒 度

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 ２ ５ ｃ ｍ M- 4 0又 は R M - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 )

5 0 Ａ ｓ 密 粒

M- 4 0又 は R M - 4 0

2 5 0 ２ 層 仕 上 げ

掘 削 幅
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( ｲ ) 高 級 舗 装 Ａ

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 密 粒 度

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 １ ５ ｃ ｍ M- 4 0又 は R M - 4 0 １ 層 仕 上 げ

下 層 路 盤 ２ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

50 Ａ ｓ 密 粒

1 5 0 M - 4 0又 は R M - 4 0

2 0 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

掘 削 幅
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( ｳ ) 高 級 舗 装 Ｂ

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 密 粒 度

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 ２ ０ ｃ ｍ M- 4 0又 は R M - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 )

下 層 路 盤 ３ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 2 0 c m以 下 )

5 0 Ａ ｓ 密 粒

M- 4 0又 は R M - 4 0

2 0 0 ２ 層 仕 上 げ

C- 4 0又 は R C - 4 0

3 0 0

２ 層 仕 上 げ

掘 削 幅
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( ｴ ) 高 級 舗 装 Ｃ

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 密 粒 度

タ ッ ク コ ー ト

Ａ ｓ 安 定 処 理 １ ０ ｃ ｍ 瀝 青 安 定 処 理

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 ２ ０ ｃ ｍ M - 4 0又 は R M - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 )

下 層 路 盤 ２ ５ ｃ ｍ C - 4 0又 は R C - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 2 0 c m以 下 )

2 0 0 2 0 0

5 0 Ａ ｓ 密 粒

1 0 0 Ａ ｓ 安 定 処 理

2 0 0 M - 4 0又 は R M - 4 0

２ 層 仕 上 げ

C- 4 0又 は R C - 4 0 1 : 0 . 3

2 5 0

２ 層 仕 上 げ

掘 削 幅

※ 道 路 横 断 方 向 で は 、 Ａ ｓ 表 層 と Ａ ｓ 安 定 処 理 の 復 旧 幅 に ２ ０

セ ン チ メ ー ト ル の 差 を 設 け る こ と 。
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( ｵ ) 高 級 舗 装 Ｄ

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 密 粒 度

タ ッ ク コ ー ト

Ａ ｓ 基 層 ５ ｃ ｍ 粗 粒 度

タ ッ ク コ ー ト

Ａ ｓ 安 定 処 理 １ ０ ｃ ｍ 瀝 青 安 定 処 理

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 ３ ０ ｃ ｍ M - 4 0又 は R M - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 )

下 層 路 盤 ３ ０ ｃ ｍ C - 4 0又 は R C - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 2 0 c m以 下 )

2 0 0 2 0 0

5 0 Ａ ｓ 密 粒 (表 層 ）

50 Ａ ｓ 粗 粒 (基 層 ）

1 0 0 Ａ ｓ 安 定 処 理

M- 4 0又 は R M - 4 0

3 0 0 ２ 層 仕 上 げ 1: 0 . 3

C - 4 0又 は R C - 4 0

3 0 0 ２ 層 仕 上 げ

掘 削 幅

※ 道 路 横 断 方 向 で は 、 Ａ ｓ 表 層 及 び Ａ ｓ 基 層 と Ａ ｓ 安 定 処 理 の

復 旧 幅 に ２ ０ セ ン チ メ ー ト ル の 差 を 設 け る こ と 。
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イ コ ン ク リ ー ト 舗 装

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ｃ ｏ 舗 装 １ ５ ｃ ｍ C- 2 1 粗 目 仕 上 げ

溶 接 金 網 3. 2㎜ × 1 5 0㎜ ス ペ ー サ ー を 使 用

上 層 路 盤 ２ ０ ｃ ｍ M- 4 0又 は R M - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 )

1 5 0 コ ン ク リ ー ト

M- 4 0又 は R M - 4 0 溶 接 金 網 3. 2㎜

2 0 0 ２ 層 仕 上 げ 網 目 15 0× 1 5 0㎜

掘 削 幅

ウ 砂 利 道

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

砕 石 舗 装 ２ ０ ｃ ｍ C- 4 0 １ 層 仕 上 げ

※ 再 生 材 （ Ｒ Ｃ 材 ） の 使 用 は 不 可

Ｃ － ４ ０

2 0 0

掘 削 幅
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エ イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク 舗 装

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

ブ ロ ッ ク ８ ｃ ｍ

モ ル タ ル ３ ｃ ｍ

Ａ ｓ 安 定 処 理 １ ０ ｃ ｍ 再 生 材

上 層 路 盤 １ ５ ｃ ｍ C - 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

80 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾛ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ

3 0

1 0 0 再 生 A s安 定 処 理

モ ル タ ル

15 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

掘 削 幅
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( 2 ) 歩 道

ア ア ス フ ァ ル ト 舗 装 （ 標 準 の 場 合 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ３ ｃ ｍ 密 粒 度 ※ 管 理 上 必 要 と 認 め る 場 合 は 細 粒 度 も 可

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 １ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

30 Ａ ｓ 密 粒

1 0 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

掘 削 幅

イ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 （ 切 下 げ の 場 合 ・ 普 通 車 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 密 粒 度 ※ 管 理 上 必 要 と 認 め る 場 合 は 細 粒 度 も 可

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 ２ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

50 Ａ ｓ 密 粒

C- 4 0又 は R C - 4 0

2 0 0

掘 削 幅
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ウ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 （ 切 下 げ の 場 合 ・ 大 型 車 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 密 粒 度 ※ 管 理 上 必 要 と 認 め る 場 合 は 細 粒 度 も 可

タ ッ ク コ ー ト

Ａ ｓ 基 層 ５ ｃ ｍ 粗 粒 度

プ ラ イ ム コ ー ト

上 層 路 盤 ３ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 ２ 層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 )

5 0 Ａ ｓ 密 粒 (表 層 ）

50 Ａ ｓ 粗 粒 (基 層 ）

C- 4 0又 は R C - 4 0

3 0 0

２ 層 仕 上 げ

掘 削 幅
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エ イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク 舗 装 （ 標 準 の 場 合 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

ブ ロ ッ ク ６ ｃ ｍ

砂 ３ ｃ ｍ

上 層 路 盤 １ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

60 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾛ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ

3 0

1 0 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

砂

掘 削 幅

オ イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク 舗 装 （ 切 下 げ ・ 普 通 車 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

ブ ロ ッ ク ８ ｃ ｍ

砂 ３ ｃ ｍ

上 層 路 盤 １ ５ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

80 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾛ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ

3 0

1 5 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

砂

掘 削 幅
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カ イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク 舗 装 （ 切 下 げ ・ 大 型 車 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

ブ ロ ッ ク ８ ｃ ｍ

モ ル タ ル ３ ｃ ｍ

Ａ ｓ 安 定 処 理 １ ０ ｃ ｍ 再 生 材

上 層 路 盤 １ ５ ｃ ｍ C - 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

80 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾛ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ

3 0

1 0 0 再 生 A s安 定 処 理

モ ル タ ル

15 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

掘 削 幅

キ 平 板 ブ ロ ッ ク 舗 装

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

ブ ロ ッ ク ６ ｃ ｍ

砂 ３ ｃ ｍ

上 層 路 盤 １ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

60 平 板 ブ ロ ッ ク

30

1 0 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

砂

掘 削 幅
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ク コ ン ク リ ー ト 舗 装 （ 標 準 の 場 合 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

C o舗 装 ７ ｃ ｍ C- 1 8 粗 目 仕 上 げ

上 層 路 盤 １ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

70 コ ン ク リ ー ト

1 0 0 C - 4 0又 は R C - 4 0

掘 削 幅

ケ コ ン ク リ ー ト 舗 装 （ 切 下 げ の 場 合 ・ 普 通 車 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ｃ ｏ 舗 装 １ ０ ｃ ｍ C- 1 8 粗 目 仕 上 げ

溶 接 金 網 3. 2㎜ × 1 5 0㎜ ス ペ ー サ ー を 使 用

上 層 路 盤 ２ ０ ｃ ｍ M- 4 0又 は R M - 4 0 2層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 ）

1 0 0 コ ン ク リ ー ト

2 0 0 M - 4 0又 は R M - 4 0 溶 接 金 網 3. 2㎜

２ 層 仕 上 げ 網 目 15 0× 1 5 0㎜

掘 削 幅



- 24 -

コ コ ン ク リ ー ト 舗 装 （ 切 下 げ の 場 合 ・ 大 型 車 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ｃ ｏ 舗 装 １ ５ ｃ ｍ C- 1 8 粗 目 仕 上 げ

溶 接 金 網 3. 2㎜ × 1 5 0㎜ ス ペ ー サ ー を 使 用

上 層 路 盤 ３ ０ ｃ ｍ M- 4 0又 は R M - 4 0 2層 仕 上 げ ( 1層 1 5 c m以 下 ）

1 5 0 コ ン ク リ ー ト

M- 4 0又 は R M - 4 0 溶 接 金 網 3. 2㎜

3 0 0 ２ 層 仕 上 げ 網 目 15 0× 1 5 0㎜

掘 削 幅



- 25 -

サ 透 水 性 舗 装 （ 標 準 の 場 合 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ４ ｃ ｍ 開 粒 度

上 層 路 盤 １ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｰ層 １ ０ ｃ ｍ 砂 １ 層 仕 上 げ

40 Ａ ｓ 開 粒

1 0 0 C - 4 0又 は R C - 4 0 ※ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾑ ｺ ｰ ﾄは 施 工 し な い

1 0 0 砂

掘 削 幅

シ 透 水 性 舗 装 （ 切 下 げ の 場 合 ・ 普 通 車 ）

名 称 仕 上 り 厚 規 格 施 工 上 の 注 意 点

Ａ ｓ 表 層 ５ ｃ ｍ 開 粒 度

上 層 路 盤 ２ ０ ｃ ｍ C- 4 0又 は R C - 4 0 １ 層 仕 上 げ

ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｰ層 １ ０ ｃ ｍ 砂 １ 層 仕 上 げ

50 Ａ ｓ 開 粒

2 0 0 C - 4 0又 は R C - 4 0 ※ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾑ ｺ ｰ ﾄは 施 工 し な い

1 0 0 砂

掘 削 幅



参 考 資 料

● 道路占用料単価

● 路面復旧費・占用者復旧監督事務費単価

● 掘削断面図の書き方









掘削断面図の書き方

（条件：掘削深さ1.3ｍ、掘削幅0.6ｍ、舗装幅員4.0m） （単位：ｍ）

＜仮復旧＞

＜本復旧＞

備考
１ 路盤の施工は、掘削幅のみ
２ 路盤の施工は、埋め戻し時に施工することを基本とする
３ 道路横断方向の復旧延長は、算定した幅が舗装幅員の１／２に満たない場合は、

半幅復旧とし、１／２を超える場合は、全幅復旧とする。半幅復旧とし、１／２を超える場合は、全幅復旧とする。
４ 道路中央部付近を掘削する場合は、全幅復旧を基本とする。
５ 道路横断方向の歩道の復旧幅は、原則として全幅とする。
６ AS安定処理がある舗装の場合は、P15からP16のとおりとすること


